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はじめに 

 

 近年の大雨、暴風や大雪等の自然災害は、農業用ハウスに甚大な被

害を与え、施設園芸の経営及び野菜等の安定供給に大きな影響を及

ぼしています。このような状況の中、「食料供給基地」として野菜等

の安定供給を図るためには、災害に強い施設園芸の産地づくりを進

めることが必要不可欠であり、農業用ハウスの補強や保守管理等の

早急な対策が求められています。 

 そこで、県では災害に強い施設園芸産地を目指し、低コストでかつ

強度を高めることができる農業用ハウスの補強マニュアルを作成し

ました。 

農業関係機関や生産者の皆様におかれましては、災害対策をされ

る場合の参考として御活用いただくとともに、県内の自然災害によ

る農業用ハウスの被害が減少し、災害に強い施設園芸産地に繋がる

ことを期待します。 

 

岩手県農林水産部農産園芸課総括課長 

 佐々木 誠二 
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Ⅰ 岩手県の被害の状況 

 １ 令和元年度共済事故の概要（岩手県農業共済組合調べ） 

 農業用パイプハウスの共済事故 1,108 戸 1,301 棟のうち 98.7％を風害が

占め、県内において一番多い災害となっています。また、雪害は、記録的

な暖冬により 12～３月の被害が少ないものの、４月には 9 戸 12 棟の被害

がありました。強風や雪による被害を少しでも軽減するためには、しっか

りとした補強対策が必要となります。 

 

 事故月 共済事故種類 戸数（戸） 棟数（棟） 

４月 風害 70 83 

 雪害 9 12 

５月 風害 75 82 

６月 風害 13 13 

７月 風害 1 1 

８月 風害 4 5 

９月 風害 9 9 

10 月 風害 330 390 

 水害 1 1 

 風水害 1 1 

11 月 風害 43 50 

12 月 風害 48 49 

 雪害 1 1 

１月 風害 35 42 

 雪害 1 1 

２月 風害 63 72 

 雪害 1 1 

３月 風害 403 488 

計  1,108 1,301 

    

累計 

風害 1,094 1,284 

水害 1 1 

風水害 1 1 

雪害 12 15 
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 ２ 被害の状況（岩手県農業共済組合提供） 

 

 

 
風害  風害 

 

 

 
風害  風害 

 

 

 雪害  雪害 

 

 

 
風雪害  風雪害 
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Ⅱ 風の被害の特徴 

１ 風の被害の特徴 

 一般的なパイプハウスは、風速 30ｍ/ｓ程度以上には耐えられません。した

がって、強風が吹いた場合には、施設に損傷が生じますが、パイプハウスの被災

パターンには、一定の傾向が見られます。 

 パイプハウスの被害の特徴は、以下の４つのパターンに分類されます。 

 

   

①風上側の肩部分から屋根にかけ

て押しつぶされた状態 

 ③妻表が奥行き方向に倒壊 

   

②下から吹き上がるようにパイプ

が変形 

 ④真上から屋根が押しつぶされた

ように陥没 

 

 補強のためのコストを抑えながら施設被害を最小限にするためには、施設の

立地条件、強風時の風向きや周辺環境に留意し、施設の特徴に応じて、「効率的

かつ局所的に補強」することが重要です。 

 

（1） 風上側の肩部分から屋根にかけて押しつぶされた被害 

 風上側から大きく押しつぶされたような被害は、風上側の肩の部分に大きな

力がかかり発生したものです。特に、被覆資材が破れない場合には、アーチパイ

プが大きく曲がり、ハウス全体が倒壊して、被害が大きくなる事例があります

（図-１、図-２）。 
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 連棟ハウスの場合は、風上の棟が破損しても、２棟目以降は被害が見られない

ことが多くあります。 

 対策としては、タイバーやＸ型による肩部の補強、浮き上がり防止のアンカー

等の設置、アーチ構造の骨材の組み込み等が必要です（図-２右）。 

 

図-１ 風上側の肩部分から内側にパイプが大きく変形するパターン（原図：森山） 

 

 
図-２ 風上側の屋根部分が変形するパターン 

 

 

（2） 下から吹き上がるようにパイプが変形 

 雨除けハウスのように、ハウスの側面がない場合や、出入口や被覆資材の一部

が破損し、ハウス内に風が吹き込んだ場合には、ハウスの内側から外側に向けて

圧力が高まり、ハウスが上方に持ち上げられたり、基礎部分が浮き上がったり、

アーチパイプが内側から外側に跳ね上がるような破損が見られます（図-３）。 

 対策としては、風の吹き込みを防止するため、スプリング、パッカーを用い

た補強や施設の基礎部分の強化が必要です。 
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図-３ 風の吹き込みにより内側から外側に破裂するパターン（原図：森山） 

 

例えば、パイプハウスの一部が強風により破損し、そこから風がハウス内に

吹き込んだ場合には、ハウスの内側から外側に向けて、浮き上がるような風圧

がかかり、アーチパイプが上方向に吹き上げられるように変形し、パイプが上

方向に跳ね上げられるような状態になって破損します（図-４）。 

 対策としては、扉の点検やハウスの隙間からの風の吹き込み防止が必要で

す。 

 

図－４ 入口から風の吹き込みによりパイプが破損するパターン 

 

 



6 

 

（3） 妻面が奥行き方向に倒壊 

 強風が、妻面から奥行き方向に吹き、ハウスに補強がない場合には、妻面か

ら奥に向かってアーチパイプが将棋倒しのように倒されます。 

 これらの被害を防止するため、筋交いを設置することが有効となります（図

-５）。ただし、筋交いは、奥行き方向へのパイプの変形には効力があります

が、横風に対する効果はあまり期待できません。 

 

図-５  妻面から奥行き方向にハウスが倒壊するパターン 

 

（4） 真上から屋根が押しつぶされたように陥没 

 周辺の地形やハウス周りに建築物等がある場合、風向きや強さが変化し、連

棟ハウスの中央部分のアーチパイプが上部から押しつぶされたように破損する

場合が見られます（図-６）。例えば、風上側に広い河川の堤防や地形の凹凸が

あった場合、障害物を越えるために一度上昇した風が下方に向かって強く吹

き、障害物から離れたハウスが被災する場合があります（図-７）。 

 このような破損に対する補強は、太いアーチパイプを奥行き方向に何カ所か

入れたり、屋根の骨材自体を二重にして強度を強めたりする方法が必要です。

また、風上側に強風を弱めるための防風ネット等を設置する方法も有効です。 
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図-６ 真上から屋根が押しつぶされたように破損するパターン（原図：豊田ら） 

 

 

図-７ 周辺の地形や障害物により風の流れが変化する事例 

 

２ 立地条件の違いによる被害 

周辺に構造物や樹林地帯等の風を弱めるものがないところに立地しているパ

イプハウスは、強風による被害を受けやすくなります。また、施設の立地条件に

よって被害を受ける部位も異なります。被害を最小限にするためには、強風が吹

きつける時に、風圧が大きくなる場所を把握することが重要です。 
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例えば、右図のような地形条件の場合、

西、南風の風圧は比較的弱くなります

が、東風の場合は、風が川に集まり、風

圧が大きくなります。このため、ハウス

の東側に防風施設を設置し、ハウス東側

部分を重点的に補強することが有効で

す。 

 

 

（1） パイプハウスが隣接する場合の施設の被害の特徴 

 パイプハウスが隣接する場合、風上棟と風下棟の破壊パターンが全く異なり

ます。したがって、風上棟と風下棟では、補強位置や補強方法が異なります。 

 風上棟は、側面が押し倒されないように、タイバーの設置、引っ張り器具や

つっかえ棒等による肩部分の補強対策が有効です（図-８ 左）。 

 風下棟は、上方向に力がかかるため、被覆材が内側から外側にむけて破裂する

被害やパイプが引き抜かれる被害が生じます（図-８ 右）。ハウスの浮き上がり

防止のためには、基礎の埋設やラセン杭等の基礎を補強する資材の利用や基礎

部分の強化が有効です。 

 

図-８ ハウスが隣接する場合に被災しやすい場所と補強対策 

 

（2） パイプハウス周辺の障害物の有無によって被害が想定される場所 

 ハウスの周辺に障害物がない場合は、周辺部分をすべて補強する必要があり

ます。一方、周辺に樹林帯や建物がある場合には、風が通過する部分を重点的に

補強すれば良いため、補強箇所は少なくなります。風の通り道となる場所には、

防風ネット等の防風施設を設置することで、被害を軽減できます（図-９）。 
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図-９ ハウスの周辺環境と補強が必要な場所 
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Ⅲ パイプハウスの簡易な補強方法 

１ 被害パターンに応じた補強 

項   目 生産者ができる簡易な補強 施設業者に依頼する補強 

風上側の肩部分から屋根の破損に対

する補強 

 

・タイバーによる補

強、Ｘ型補強 

・浮き上がり防止のア

ンカー等の設置 

・アーチ構造骨材の組み

込み 

・防風ネットの設置 

下から吹き上げる被害に対する補強 

 

・妻部への防風ネット

の展張 

・スプリング等を用い

た補強 

・施設の基礎部分の強化 

・防風ネットの設置 

妻面が奥行き方向へ倒壊する被害に

対する補強 

 

・筋交いによる補強 ・妻部の骨材追加等の補

強対策 

真上から屋根が陥没する被害に対す

る補強（骨材の強度を強化する必要

がある）

 

 ・アーチ構造骨材の組み

込み、骨材追加 

・防風ネットの設置 



11 

 

２ 生産者ができる簡単な補強 

（1） 風上側の肩部門から屋根の破損に対する補強 

ア タイバーによる補強 

 図のとおり、軒から棟の高さをｆとすると、軒からｆ/４の位置にダイバーを

取り付けます（図-10）。 

 
図-10 パイプハウスのタイバーによる肩部の補強方法事例 

 

イ 斜材でＸ型に補強 

 図のとおり、軒から棟の高さをｆとすると、軒からｆ/４の位置と軒を結ぶよ

うに斜材でＸ型に補強する方法は、前述のタイバーによる補強よりも、より効果

的です（図-11）。 

 
図-11 パイプハウスのＸ型補強による肩部の強化事例 
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ウ 補強効果について（日本施設園芸協会資料より） 

 タイバーをすべてのアーチパイプに取り付けた場合と取り付けていないハウ

スとを比較して、約 1.23 倍程度、限界風速が上昇します。また、Ｘ型補強の場

合は、取り付けないハウスと比較して、1.37 倍程度、限界風速が上昇します。 

 タイバーやＸ型補強の取り付けとともに、直接的な補強方法として効果の高

い柱脚部の固定（埋め込みの基礎の利用や基礎部分の強化）や筋交いの設置等の

補強を複合的に組み合わせることで、確実に耐力のあるハウスになります。 

 

 エ 浮き上がり防止のアンカー等の設置（肩部分の補強） 

 台風の襲来が予想される場合、１～２日前までに図-12～図-14 のような方法

で、強風により破損しやすいパイプハウスの肩部分の補強を行います。原則的に、

強風が予想されるハウスの風上側に設置します。図-12～図-14 の補強方法を併

用することにより、さらに強度が増します。また、肩の部分を補強する外部補強

金具（図-14）は、パイプハウス専用に開発された器具が市販されています。 

図-12 パイプハウスの肩部の強化事例（引っ張り器具） 

図-13 パイプハウスの肩部の強化事例（つっかえ棒） 
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図-14 パイプハウスの肩部の強化事例（外部補強金具） 

 

（2） 風の吹き込みによるハウスの浮き上がりに対する補強 

 ア 妻部への防風ネットの展張による補強 

 妻部に近い１スパン分（２～３ｍ）と側面部の風当たりの強い部分には寒冷紗

などを張ります。妻部は特に風を強く受け、破れやすいため、寒冷紗等を張るこ

とによって被覆材の破れを防止します（図-15）。 

 

図-15 パイプハウスの妻部への防風ネットによる補強事例 

 

 イ スプリング、パッカーを活用した補強 

 ハウスの側面部分は、ハウスバンドの緩みや側面換気の巻上用直管パイプの

バタツキによる被覆材の損傷が多く見られます。そこで、被覆材が破れたり、め

くれあがったりするのを防止するため、スプリング、パッカー等を使用し、被覆

材をしっかりと押さえるようにします（図-16）。台風の襲来前に取り付けて、被

覆材のめくれや隙間が生じるのを防止する専用器具も市販されています。 

防風ネットの被覆 
妻部に近い部分に２ｍぐらい寒冷紗を
張って、被覆の破れを防止する 
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図-16 スプリング、パッカー等の固定器具による補強 

 

（3） パイプハウスの筋交い直管の追加による補強 

 ア 筋交い直管による補強 

 筋交い直管はパイプハウスを剛強に固め、妻面が桁行方向及び間口方向へ倒

れるのを防止する役目を担っています（図-17）。筋交い直管の設置は、下図のよ

うに行い、直管の端は、しっかりと地中に埋め込みます。 

 さらに、パイプハウスが強風で浮き上がったり、被覆材がはがれたりしないよ

うに、下図のように桁行方向に、約３ｍ間隔に定着杭を設けて、地盤に固定しま

す（図-17）。風が強い立地条件の場合は、施設業者に補強を依頼することも必要

です。 
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図-17 パイプハウスの筋交いによる妻面の補強方法事例（施設園芸ハンドブック） 

 

３ 施設業者に依頼する補強 

（1） 施設の基礎部分の強化 

 基礎近くの地盤が緩んでいると、ハウスの上方向に力がかかった場合に基礎

が抜けやすくなります。そこで、ハウスの基礎部分を補強して強風による浮き上

がりを防止します。定着杭やブロック等を地中に埋め込んで、引き抜き耐力を増

加させることにより補強します（図-18）。 

 
図-18 パイプハウスの基礎の強化事例 

 

 

（2） アーチ構造骨材の組み込み 

既存のハウスの内側にアーチ構造の骨材を組み込み補強します。地形の影響

で風を強く受ける施設を重点的に補強します。パイプハウスの骨材が、二重の

アーチ構造になることにより強度が高まります（図-19）。 
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図-19 パイプハウスの強化事例 

（アーチ構造の骨材の組み入れ） 

 

 

 

（3） 太めのパイプに交換、アーチパイプの追加 

 強風を受けやすい妻面に近い部分や地形的に被害を受けやすい位置のハウス

は、アーチパイプを追加したり、太めのパイプに交換することにより補強しま

す。また、奥行き方向の所々にパイプを追加することにより桁行の間隔を狭め

て、補強する方法もあります（図-20）。 

 

 

図-20 パイプハウスの強化事例 

（太めのパイプに交換、アーチパイプの追加） 
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（4） 風の通り道となる部分への防風施設（防風ネット）の設置 

 地形条件によって、風が集まって風圧が高まるところや風道といわれるとこ

ろに防風施設を設置します。風上方向となる場所に、防風用のネットを張った柵

を設置することで風を弱めます（図-21）。防風ネットの設置により、強風時の気

流の流れが変わり、風上側のハウスが受ける風圧を軽減する効果が期待できま

す。設置上の注意点としては、防風ネットの高さは、ハウスの屋根面よりも高く

することが必要です。 

図-21 防風施設（防風ネット）の設置事例 
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Ⅳ 雪の被害の特徴と保守管理 

１ 雪の被害の特徴 

⑴ 積雪荷重の強度超過 

平年並みの降雪に対しては、予め柱の補強や暖房機の設定温度を上げるなど

の対策で対処が可能ですが、記録的な積雪の場合、ハウスの耐雪強度を大幅に超

過するため、構造的に必要と思われる筋交いが無い、水平ばりが配置されていな

い等のハウスは倒壊する危険が高まります。 
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⑵ ハウスの立地条件 

ハウスの設置個所・周囲の環境によって積雪荷重の偏りなどが生じ、倒壊する

危険が高まります。 

 

 

 

⑶ 耐用年数 

耐用年数を超過したハウスは、基礎や柱が腐食している場合が多く倒壊を助

長します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



20 

 

２ 積雪時の保守管理 

⑴ 積雪前 

 積雪中、積雪後は人命優先です。できることは降り始める前に全てやっておき

ましょう。 

 

 暖房用の燃料残量、暖房装置の動作を確認する。 

 除雪機を使用する場合は、ハウス周囲の障害物を取り除いておく。 

 中柱による補強も有効な積雪荷重対策です。３～４ｍ間隔で設置します。中

柱の上部はＴ字金具等で固定し、下部はブロックや厚板等で沈み込みを防止

します。しかし、偏った積雪の場合は十分な効果を発揮できないので、除雪

は左右均等に行います。 

 

中柱による補強（３ｍ間隔に設置すると耐力が 25kg/㎡向上） 

（参考資料：（一社）日本施設園芸協会 平成 26 年２月の大雪被害における施設園芸の被害要因と対策指針） 

 

  

⑵ 降雪時 

夜中に雪が降る場合は、事前に以下の融雪対策を行います。 

【融雪対策】 

 加温設備のあるハウスでは、内部被覆（カーテン）を開放にしたうえで暖房

を行い、屋根部分の雪を滑り落ちやすいようにします。大雪の場合は、降り

積もってからでは遅いので、積雪前から加温を行います。連棟ハウスの場合

は設定温度を高めにし、ダクトを谷部分の融雪を促すように配置します。 

 加温設備の無いハウスでは、内部を密閉して機密性を高めることで、地熱に

より室温を上昇させ、屋根雪を滑り落ちやすくします。ハウス内部に家庭用

ストーブなどを持ち込む場合は、くれぐれも火災や一酸化炭素中毒に注意し

ましょう。 
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 散水による除雪・融雪については、滑落目的で積雪前から行い、積雪後は実

施してはいけません。 

 除雪、融雪が追いつかず、最新の気象情報による積雪予想がハウスの耐雪強

度を上回る場合は、事前にビニールを切断・除去します。 

 

 積雪が多い場合は、施設倒壊の恐れがあるので、ハウス内に入らないようにし

ましょう。 

 

⑶ 降雪後 

 耐雪強度を超えた積雪があった場合は、倒壊の恐れがありますので、ハウスに

近付かないようにしましょう。また、ハウスの片側だけ太陽光があたったり、風

によって積雪が偏ったりすると、ハウスのバランスが崩れ、倒壊する危険性があ

るので十分に注意しましょう。 

 除雪を行う場合は、ヘルメット等をかぶり、複数人で作業を行うなど安全確保

に努めます。 

 施設倒壊の恐れがなくなったら、施設各部の損傷や被覆資材の緩み等を点検

します。また、屋根・軒下・ハウスの間に積雪がある場合は、次回の降雪に備え

て直ちに除雪しましょう。 

 

⑷ 大雪になったときの注意 

 ハウスの軒下に積もった雪は、屋根に積もった雪の滑落の妨げになるととも

に、ハウスの側壁に圧力を加えます。また、降雪前に被覆材を剥いだ場合でも、

施設全体もしくはハウスの軒高を超える積雪になると、大きな被害を受ける可

能性があります。骨組が完全に雪に埋没しないうちに、できるだけ除雪を行いま

しょう。湿った雪は骨組に付着するので注意が必要です。 

 

⑸ 停電になったときの注意 

 電気が復旧したら、天窓やカーテンなどが正常に作動するか確認します。 
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Ⅴ 参考資料 

１ 用語解説（施設部位の名称） 

図-22 鉄骨屋根型ハウスの各部の名称（参考資料：施設園芸ハンドブック） 

 

 

 

図-23 パイプハウスの各部の名称（参考資料：施設園芸ハンドブック） 
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２ 園芸施設共済 

⑴ 概要 

ガラス室やプラスチックハウスなどの園芸施設が風水害・ひょう害・その他気

象上の原因（地震及び噴火を含む）による災害、火災などによって被害を受けた

ときに共済金が支払われます。 

また、かん水、暖房、換気などの附帯施設や施設内で栽培する作物、さらに撤

去に係る費用、復旧に係る費用を共済金の支払対象とする方式も、併せて加入す

ることができます。 

補償対象 内容 

ハウス本体 パイプハウス、雨よけハウス、鉄骨ハウス、ガラス室など 

附帯施設 農作物の栽培冷暖房施設・カーテン装置、かん水施設、換気施設

など 

施設内農作物 ハウス内で栽培している葉菜類、果菜類、花き類 

撤去費用 倒壊などによる取り付け費用を補償 

復旧費用 ハウス本体、附帯施設の時価額による補償に上乗せし、再建に要

する費用を追加補償 

 

⑵ 補償割合（付保割合） 

※①の基準を選択し、さらに少額の補償も希望する場合は、特約を付加することで１万円

の基準の選択も可能となります。 

※付保割合は、加入申込時に４割～８割の範囲で棟ごとに選択できますが、10割まで引き

上げる特約も選択可能です。 

※支払基準は、加入申込時に①～⑤のいずれかを棟ごとに選択できます。大きな被害の時

だけ補償を希望する場合は、②～⑤を選択することで、掛金の負担を軽減できます。 

※共済価額は、加入する棟を新築するために必要な額から経年による減価分を除いた時価

額です。 

  

補償割合 

（付保割合） 

補償内容 

（支払い基準） 

4 割～8割 

①１棟ごとに損害額が３万円又は共済価額の５％を超える場合に共

済金を支払います。 

②１棟ごとに損害額が 10 万円を超える場合に共済金を支払います。 

③１棟ごとに損害額が 20 万円を超える場合に共済金を支払います。 

④１棟ごとに損害額が 50 万円を超える場合に共済金を支払います。 

⑤１棟ごとに損害額が 100 万円を超える場合に共済金を支払います。 
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